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海上無線通信の現状と問題 
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海上における主力通信は、船舶の遭難・安全通信、港務通信、船間通信
や水先業務などに使用する国際VHF無線通信（アナログFM） である   

国際VHF帯のデータ通信「AIS」は、年々利用者の増加によりスロット使
用率が増大している（割当て周波数がひっ迫） 

AIS VDL loading 
 
 メキシコ湾； 60%超 
 東京湾； 40% 
 釜山； 40%超 

 
(ITU-R報告M.2287-0より) 
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国際VHF帯データ通信のご紹介 
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● 海上において携帯と衛星通信の間のエリアを埋められる 
● 音声による情報の制限や、作業の 
   煩雑さを解消 
● AISの割当て周波数ひっ迫を解消 
● AISより多くのデータ交換が可能 
  - 船内外の状況を詳細に伝達 
  - 多くのデータを受けられる 
  - 多くのサービス提供が可能 

船内情報 
収集 

環境情報 

情報受信 
情報発信 

船内情報 
展開 

距離 

速度 

速い 

遅い 

港湾 外洋 
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VHF DSC 
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3G 

VDE(S) 
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システム 伝送速度 [kbps] 

VDE 28.8 – 307.2 

AIS 9.6 

DSC 1.2 

- VHF帯データ通信比較 -   

沿岸 



海岸局 
（ポートラジオ/漁協 等） 

船会社 

船舶代理店 

入出港手続き 
手配 

関連役所・会社 

港湾 

荷主 

依頼 

海岸局 

海岸局 

国際VHF帯データ通信のご紹介 

・ 遠隔医療アドバイス 
・ 娯楽 
・ソフトウェアアップデート 

養殖 

捜索救助通信 

・ 海上安全情報 
・ 船舶交通情報 
・ 運行監視支援 

・ 画像/テレメトリ伝送 
・ リアルタイム監視 

・陸船間の情報接続 
・船の運航状態、船内状態を 
 管理 

・ 漁獲 
・ 定時連絡 
・ 家族との連絡 
・ 娯楽 

海上保安庁 

インターネット網／ 
公衆回線網 

（情報提供サービス） 

小型船と大型船の通信 

安全・安心 

監視・管理 

船舶動向のリアルタイム管理 
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・ 気象・海象情報 
・ 船舶位置・状態情報 

相互の情報提供 

船内居住環境の向上 

VHFデータ通信により、 
燃費を含む物流の効率化，船内居住環境の向上そして安全航行のさらなる向上
が期待できると考えています。 

手軽な通信 



国際VHF帯データ通信のご紹介 
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156.025-157.425 MHz 
160.625-
160.950  

161.500-
162.025 

船舶側送信周波数 海岸局側送信周波数 



意見 
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我が国では、データ通信用周波数をアナログ音声通信とし
て、多くの無線局に使用されており、データ通信を導入でき
る周波数環境にありません。 

従来、国際条約等に基づく周波数変更対策費用は、全額 
国で損失補償を行っているため、同様の対応をいただくとと
もに、国際VHF帯へのデータ通信導入に係る電波法令の制
度整備を円滑に進めていただくよう要望いたします。 
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